
北
海
道
大
学
で
は
年
間
で
約
五
〇
〇
〇
も
の
授
業
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

授
業
は
、
学
部
の
枠
を
越
え
だ
れ
も
が
選
択
で
き
る
全
学
教
育
科
目
と
、

学
部
ご
と
に
専
門
知
識
を
学
ぶ
専
門
科
目
の
二
種
類
。

こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
中
か
ら
、
未
来
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
防
災
を
テ
ー
マ
と
す
る

三
つ
の
授
業
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
す
。

ま
た
、
災
害
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に
つ
い
て
学
べ
る
授
業
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

洗面台
講義室に設置。いろいろ
使えてけっこう便利！

講義室
標準的な教室（p.44）。階に
よって部屋の色が違う。

学生用掲示板
重ね貼りし過ぎで見
えない…。

黒板
上下の黒板が
スライドする。

セミナー室
20人以下の少人数用

（p.43）。特色のある
授業が多い。

大講義室
一番大学っぽい階段状の大
教室。クリッカーを使った
授業（p.42）もある。

出席管理システム
学生証をかざすだけ！

暖房
冬はとても暖かく
道外の人も安心♪
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全
学
教
育
科
目
と
専
門
科
目

　
二
〇
一
一
年
度
か
ら
北
大
の
入
試

形
式
が
変
わ
り
、
学
部
別
入
試
に
加

え
て
、
総
合
入
試
制
度
が
ス
タ
ー

ト
。
北
大
に
入
学
し
た
一
年
生
は
全

員
、
全
学
教
育
科
目
を
学
び
ま
す
。

全
学
教
育
科
目
と
は
簡
単
に
言
う

と
、
広
く
教
養
を
身
に
つ
け
、
専
門

教
育
の
基
礎
を
学
ぶ
場
。
全
学
教
育

科
目
に
は
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
中

国
語
な
ど
の
語
学
や
、
高
校
の
授
業

を
よ
り
発
展
さ
せ
る
授
業
と
し
て
、

体
育
、
統
計
学
、
化
学
、
物
理
学
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
担
当
教
員
の
専

門
分
野
と
関
係
し
て
い
る
授
業
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
文
系
理
系
い

ず
れ
の
学
生
も
受
講
可
能
で
す
。
中

に
は
人
数
制
限
が
あ
り
、
抽
選
を

行
っ
て
受
講
す
る
学
生
を
決
定
す
る

授
業
も
。
そ
れ
に
加
え
、
二
年
生
か

ら
は
学
部
の
授
業
が
始
ま
り
、
専
門

的
な
知
識
を
学
ぶ
専
門
科
目
を
受
講

し
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
授
業
の
様
子
を
覗
い

て
み
ま
し
ょ
う
！

震災発生が授業にもたらした影響を北大の先生に聞きました。

専門科目

入    学

 英語
 ロシア語

情報学

アフリカ学入門

 生物学
水の科学

 チェス入門 etc.

韓国語

体育学
近代社会の価値観

文
学
部

教
育
学
部

法
学
部

経
済
学
部

理
学
部

医
学
部

歯
学
部

薬
学
部

工
学
部

農
学
部

獣
医
学
部

水
産
学
部

百年後
の未来

学（p.
42）

防災計画論（p.44）

エネルギー問
題ゲームの創

作
（p.43）

～人は
何を夢

見てき
たのか

？～

一年次

二年次
以降

それぞれの学部・学科へそれぞれの学部・学科へ

全学教育科目
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四
〇
年
後
の
未
来
を
語
る

　

学
生
は
「
六
〇
歳
の
私
」と
い
う

テ
ー
マ
で
自
分
の
考
え
た
未
来
に
つ

い
て
三
分
間
で
語
り
ま
す
。
発
表
で

は
、
3
D
や
バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
が

よ
り
一
般
化
す
る
、
学
校
教
育
が
デ

ジ
タ
ル
化
す
る
な
ど
、
い
ま
の
技
術

が
進
歩
す
る
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
人
口
増
加
に
拍
車
が

か
か
り
水
不
足
に
な
る
、
日
本
の
高

齢
化
が
進
み
退
職
年
齢
が
延
び
る
と

い
っ
た
よ
う
に
、
現
在
の
問
題
が
深

刻
化
す
る
可
能
性
を
示
し
、
警
鐘
を

鳴
ら
し
た
も
の
も
。

　

さ
ら
に
、
近
年
の
若
者
に
特
有
の

習
慣
に
着
目
し
た
、
ユ
ー
モ
ア
あ
る

意
見
も
飛
び
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
発
表
の
後
に
は
他
の
学
生
か
ら

質
問
が
出
さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

納
得
度
を
数
字
に

　

こ
の
授
業
の
大
き
な
特
徴
は
、
発

表
の
評
価
が
出
席
者
全
員
に
よ
っ
て

行
わ
れ
る
点
で
す
。

　

学
生
は
「
ク
リ
ッ
カ
ー
」と
呼
ば

れ
る
リ
モ
コ
ン
を
手
に
こ
の
授
業
を

受
け
ま
す
。
ク
リ
ッ
カ
ー
と
は
名
刺

サ
イ
ズ
の
リ
モ
コ
ン
の
こ
と
で
、
ス

ク
リ
ー
ン
に
表
示
さ
れ
た
質
問
に
対

し
て
ボ
タ
ン
操
作
で
回
答
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

発
表
が
終
わ
る
ご
と
に
聴
衆
の
学

生
は
「
納
得
で
き
た
か
」「
実
現
性
が

あ
る
か
」を
五
段
階
で
評
価
し
ま
す
。

結
果
は
す
ぐ
に
集
計
さ
れ
、
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
ま
す
。
自
分

の
発
表
が
相
手
に
し
っ
か
り
と
伝

わ
っ
た
の
か
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
評

価
さ
れ
る
の
で
す
。

太
陽
光
を
利
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
。
百
年
前
に
だ
れ
が
想
像
し
た
で
し
ょ
う
？

そ
し
て
百
年
後
、
私
た
ち
の
世
界
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

長
い
ス
パ
ン
で

未
来
を
見
つ
め
る

　

授
業
を
担
当
す
る
工
学
研
究
院
教

授
の
蟹
江
俊
仁
さ
ん
は
、
学
生
に
は

目
の
前
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

も
っ
と
遠
く
の
未
来
を
見
す
え
て
物

事
を
考
え
て
ほ
し
い
と
い
う
意
図
で

こ
の
授
業
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「災害の問題についても社会的不平等との関連などから議論するようになった」  蔵田 伸雄［環境倫理学入門］

百
年
後
の
未
来
学
～
人
は
何
を
夢
見
て
き
た
の
か
？
～ 

全
学
教
育
科
目
①

集計を見て傾向を分析する蟹江さん

これがクリッカー、12 のボタンが付いている

未来について語る学生
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大
学
の
全
学
教
育
の
授
業
は
大
講
堂
で
大
人
数
、
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

少
人
数
で
白
熱
し
た
授
業
は
一
年
生
か
ら
楽
し
め
る
ん
で
す
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
考
え
る

　

取
材
し
た
の
は
、
原
亮
一
さ
ん

（
情
報
科
学
研
究
科
准
教
授
）の
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
ゲ
ー
ム
の
創
作
」と

い
う
全
学
教
育
の
授
業
。
こ
の
授
業

は
、
大
教
室
で
大
勢
の
学
生
が
受
講

す
る
形
態
で
は
な
く
、
少
人
数
で
行

う
セ
ミ
ナ
ー
形
式
で
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
取
り
巻
く
政
治
・
経
済
、
そ

の
他
も
ろ
も
ろ
の
複
雑
な
問
題
を

ゲ
ー
ム
と
い
う
か
た
ち
で
人
々
に
わ

か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
て
お
り
、
二
〇
人
前
後
の

学
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
全
一
五

回
の
授
業
の
う
ち
、
は
じ
め
の
五
回

は
学
生
が
提
示
さ
れ
た
課
題
に
つ
い

て
調
べ
、
短
い
発
表
を
し
、
残
り
の

回
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
で
ゲ
ー

ム
を
制
作
し
ま
す
。

各
自
の
結
果
を
つ
き
合
わ
せ
る

　

こ
の
授
業
の
特
徴
は
学
生
同
士
が

熱
心
に
意
見
交
換
す
る
こ
と
。
同
じ

テ
ー
マ
で
も
、
各
自
で
調
べ
た
内
容

は
情
報
源
も
違
え
ば
解
釈
も
違
い
ま

す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
規

模
集
中
的
に
生
産
し
長
距
離
送
電
す

る
の
は
ど
う
か
、
補
助
金
が
な
い
と

利
用
拡
大
は
厳
し
い
の
で
は
な
い
か

な
ど
、
意
見
は
さ
ま
ざ
ま
。
各
自
調

べ
た
内
容
を
基
に
し
て
、
質
問
や
主

張
を
投
げ
か
け
、
複
雑
な
問
題
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
か
た
ち
な
ら

何
が
伝
わ
る
の
か
？

　

こ
の
授
業
の
中
心
で
あ
る
ゲ
ー
ム

制
作
は
五
人
一
組
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
行
い
ま
す
。
各
自
イ
メ
ー
ジ
も

中
核
と
な
る
要
素
も
異
な
る
の
で
、

話
し
合
っ
て
大
枠
を
決
め
て
い
き
ま

す
。
対
象
は
だ
れ
な
の
か
、
ど
ん
な

手
法
で
何
を
伝
え
る
か
を
話
し
合

い
、
ゲ
ー
ム
の
方
向
性
を
探
り
ま

す
。
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
ゲ
ー
ム

は
他
に
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
、
ど
う

い
う
面
白
さ
が
あ
る
の
か
な
ど
が
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。
人
生
ゲ
ー
ム
風

の
も
の
や
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、
格
闘

ゲ
ー
ム
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
ち
寄
り
、
伝
え
た
い
内
容
と

相
性
の
よ
い
形
式
を
見
極
め
て
い
ま

し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
巻
く
複
雑
な

問
題
を
ど
う
整
理
し
関
係
づ
け
る
か

が
問
わ
れ
る
授
業
で
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
ゲ
ー
ム
の
創
作 
全
学
教
育
科
目
②

「海水ウランが千年から21億年分あるのでエネルギー危機などない、としたかったのですがそうもいかなくなりました」藤井 義明［本当に二酸化炭素は減らすべきか！？］

ゲーム制作の目的を伝える原さん

グループワーク中の学生ら。次々とアイデアを膨ら
ませていく。
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足
元
を
見
る

　

建
物
・
都
市
の
安
全
性
を
考
え
る

う
え
で
重
要
な
の
は
そ
の
土
地
を
よ

く
知
る
こ
と
。
標
高
、
傾
斜
、
地
下

の
構
造
な
ど
の
違
い
が
地
震
の
揺
れ

方
に
大
き
く
関
わ
り
ま
す
。
ま
た
、

同
じ
条
件
の
土
地
で
も
一
戸
建
て
と

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
耐
震
の
構
造

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
土
地
の
特
徴
を
理
解
し
、
場
所

に
合
っ
た
建
物
を
設
計
す
る
の
が
技

術
者
の
仕
事
な
の
で
す
。

文
明
の
発
展
と
河
川

　

取
材
し
た
回
の
テ
ー
マ
は
水
害
。

日
本
は
世
界
的
に
見
て
も
風
水
害
の

多
い
国
で
す
。
そ
の
原
因
の
ひ
と
つ

に
、
日
本
の
地
形
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
の
河
川
は
他
の
国
と
比
べ
て

短
く
、
上
流
と
下
流
の
高
低
差
が
大

き
い
。
そ
の
た
め
流
れ
が
速
く
、
大

雨
が
降
る
と
、
一
気
に

増
水
し
ま
す
。
一
方
、

日
本
に
は
山
岳
地
帯
が

多
く
、
居
住
に
適
し
た

平
野
が
少
な
い
た
め
、

川
が
氾
濫
す
る
可
能
性

が
あ
る
場
所
で
も
多
く

の
人
々
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。

　

川
と
共
存
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
す

る
と
同
時
に
、
洪
水
に
備
え
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
の
で
す
。
そ
の
ひ
と

つ
の
方
法
と
し
て
、「
治
水
」が
あ
り

ま
す
。
河
川
を
ど
の
よ
う
に
整
備
す

る
か
、
市
街
地
と
の
関
わ
り
を
複
合

的
に
考
え
、
治
水
対
策
が
と
ら
れ
て

い
る
様
子
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
代
の
四
大
文
明
が
大
河
流
域
で

発
展
し
た
よ
う
に
、
人
の
暮
ら
し
と

河
川
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま

す
。
河
川
の
性
質
を
知
り
、
う
ま
く

利
用
す
る
こ
と
が
そ
の
土
地
の
発
展

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

将
来
を
見
す
え
る
力
の
育
成

　

災
害
の
多
い
日
本
に
住
ん
で
い
る

以
上
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
対
応
し

て
い
く
能
力
が
問
わ
れ
ま
す
。
こ
の

授
業
を
担
当
し
て
い
る
工
学
研
究
院

准
教
授
の
髙
井
伸
雄
さ
ん
は
「
災
害

の
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
を
認
知
し
、
そ

の
対
応
策
を
理
解
し
た
う
え
で
将
来

を
見
す
え
て
い
く
力
が
、
建
築
や
都

市
に
関
わ
る
技
術
者
に
は
必
要
。
そ

の
力
の
有
無
に
よ
り
、
建
物
は
災
害

時
の
シ
ェ
ル
タ
ー
に
も
凶
器
に
も
な

り
得
る
」と
語
り
、
技
術
者
倫
理
を

養
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

「学問が人生にとっての喫緊の課題であることが語りやすくなった」千葉 惠［思索と人生］

地
震
・
台
風
・
洪
水
な
ど
の
自
然
災
害
、
火
災
・
公
害
と
い
っ
た
人
為
的
災
害
。

災
害
が
起
き
た
と
き
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
考
え
ま
す
。

防
災
計
画
論

専
門
科
目（
工
学
部
）石狩地域で観測された 2003 年十勝沖地震の揺

れ方の違いを示している

防災の重要性を語る髙井さん
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科学技術と災害の関わりを考える
ここでは地震・防災・エネルギーなどをキーワードに、
震災後、関心を集めた分野を学べる授業の一部を、1・2 年生で受けられる全学教育科目と
それぞれの学部で受けられる専門科目に分けて紹介します。

地球惑星科学のフ
ロンティア

池田 隆司 他

古屋 正人「だいち」で地球を観
る

横田 弘 他
地球に暮らす～生活と土木・建築技術の関わり～

大島 伸行

谷岡 勇市郎

医
学
部

理
学
部

工
学
部

経
済
学
部

千歩 修 他
かたち・つよさ・ちから

内田 賢悦 他

新都市構想～理想的未来都市とは何なのか？～

久下 裕司 他社会・医療を支えるアイソトープ 巨大津波
は北海道

を襲うか
奈良林 直

地球環境問題と原子力技術・倫理

全学教育科目

専門科目

ものづくりによる人間社会と環境の新たな創成～機械・原子力工学の最前線～

蟹江 俊仁百年後の未来学
～人は何を夢見

てきたのか？～

渡部 靖憲 他

陸と海と空を廻る流れの科学

地震火山物理学Ⅰ

吉澤 和範

環境経済学

吉田 文和

災害看護論

平野 美千代

現代地球惑星科学
概論 2

圦本 尚義  他

地震火山物理学Ⅱ

蓬田 清

構造動力学

上田 多門

防災計画論

髙井 伸雄  他

エネルギー工学概論

奈良林 直

2012年度に開講予定の授業より抜粋
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